
ア

ジ

ア

社

会

主

義

圏

の

再

編

進

む

流
動
状
況
つ
く
っ

三
つ
め
の
革
命
と
し
て

先
進
資
本主
義
社
会ヨ
ーロ
ッ
パ
での
革
命

と
い
うマ
ル
ク
ス
主
義の
理
論
的
予
定
表に
反

し
て、
ヨ
ーロ
ッ
パ
の
辺
境・
ロ
シ
ア
と
い
う

後
進
資
本
主
義
社
会で
初の
成
功
を
得た
現
代

の
革
命位、
約四
半世
紀の
ち
に
アジ
アの
巨

大
な
農
業
社
会・
中
閣の
革
命と
なっ
て一
挙

に
東
漸
し
た。
中
国
背中
命
か
ら
さ
ら
に
四
半世

紀
を
経
た
今
回、
と
の
革
命と
い
う
「一
本の

赤い
糸」
は、
今
度
は
南へ
伸
びく
だっ
て、

東南
ア
ジ
アの一
角に
イ
ン
ド
シ
ナ
革
命
を
勝

利
さ
せ
たの
で
ある。

か
く
て、
一
九七
五
年
段、
現
代史の
重
要

な
節
目
に
なる
で
あ
ろ
う
が、
そ
れ
は
た
ん
に

た
イ
ン
ド
シ
ナ
革
命

中

ベ
ト
ナ
ム
戦
争
が
終わっ
た
か
ら
で
は
なく、

イ
ンド
シ
ナ
革
命の
第一
段
階
が
成就し
た
か

らに
ほ
か
な
ら
念い。

と
の
歴
史
的
な
事
実
は、
昨
春の
プ
ノン
ベ

ン、
サ
イゴ
シ
の
相
次ぐ
陥
落
以
降、
去る一

一
月
下
勾
の
南
北ベ・
ト
ナ
ム
政
治
協
ぷに
見ら

れ
る
南ベ
ト
ナ
ム
グ円
ノ
イ
化u
の
加
速、
一

二
月
初
句の
共
和
制ラ
オ
ス
の
発
足と
い
う
政

治
的プロ
グ
ラ
ム
の
進
行に
よっ
て、
い
ま
や

明
瞭に
なっ
た
けれど
も、
ベ
ト
ナ
ム
戦
争の

過
程で
は一
般に
そ
の
よ
うに
展
望
さ
れ
てい

た
と
はい
い
がたい。

多く
の
日
本人、
と
く
に
知
総
人
やジャ
ー

ナリ
ズム
の
世
界で
は、
ベ
ト
ナム
戦
争
は、

と
り
も
な
お
さ
ず
民
族
解
放
闘
争
だ
と
み
な
さ

れ、一従っ
て、
そ
の
主
体
は
広
範
な
民
放
統一

戦
線
だ
と
する
見方
と、
そ
の
と
とへ
の
共
感

が一
般
的
だっ
た
とい
え
よ
う。
し
かし、
サ
イ

ゴ
ン
陥
滋
以
来、
現
地で
頻
用さ
れ
る
宮
葉
は

ジヤイ崎’eシ

会タマシ

「
解
放」
で
は
な
く、
「
革
命」
だ
と
い
わ
れ

る
よ
うに、
そ
し
てベ
ト
ナ
ム
労働
党ζ
そ
ζ

の
革
命の
担
い
手
で
あ
り、
サ
イゴ
ン
を
陥
落

させ
たの
も、
南の
解
放
戦
線の
兵
士
で
ある

よ
りは
北の
正
規
軍で
あっ
て、
今
日
す
で
に

党・
寝・
政の
あ
ら
ゆる
分
野
でベ
ト
ナム
労

働
党の
9
1
ダ
1
シ
ッ
プ
が
貫
徹
さ
れ
てい
る

と
と
に
示
さ
れ
る
よ
うに、
ベ
ト
ナ
ム
戦
争

は、
彼
ら
に
とっ
て、
ま
さ
に

革命ふ収
争
だ

っ
たの
で
ある
（と
うし
た
視
点
か
ら
する
す

ぐ
れ
たレ
ポ
ー
ト
と
し
て
弁
川一
久
「
革
命と

し
ての
イン
ド
シ
ナ
解
放」
本
能一
九七五
年

七
月四
日
号
多
照）。

ζ
の
よ
うに、
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
が
「
北
部に

お
ける
社
会
主
義
輩命と
南
部に
お
ける
人
民

民
放
民
主
革
命」
（レ・
ジュ
アン・
ベ
ト
ナ

ム
労働
党
第一
S
記）
と
い
うベ
ト
ナ
ム
労
働

党の
南
北二
段
階
革
命
戦
略の
忠
実
な
笑
現
過

程
で
ある
と
と
につ
い
て
は、
ほ
か
な
ら
ぬベ

嶋

雄

嶺

ト
ナム
労働
党
自
身
がつ
ね
に
そ
の
よ
う
な
戦

略
回
線
を
明
ら
か
に
し
て
きたの
で
あっ
た。

ち
な
み
に一
九六
O
年
九月のベ
ト
ナ
ム
労働

党
第三
回
全
国
代
表
大
会
決
議
は、「
現
段
階で

は、
ベ
ト
ナ
ム
革
命は二
つ
の
戦
時
任
務
を
も

っ
て
い
る。
す
な
わ
ち、
第一
に、
北
部に
お

い
て
社
会
主
義
革
命
を
遂
行し、
第二
に、
南

部
を
ア
メ
pカ
帝
国
主
義と
そ
の
従
僕の
支
配

か
ら
解放し
て
民
族
統一
を述
成し、
全
国で

独
立
と
自
由
を
実
現
する
ζ
と
で
あ
る」
（傍

点
引
用者）
と
述べ
てい
た。

と
うし
た
明
白
な
戦
略呂
標の
提
示
に
も
か

か
わ
ら
ず、
ベ
ト
ナム
戦
争の
性
格
は
実
際に

は
か
なりカ
ム
フ
ラ
ージ
ュ
さ
れ
て
き
た
し、

外
部
世
界に
おい
て
も
十
分に
箆隣附
さ
れ
てい

な
かっ
たの
だ
が、
との
点につ
い
て
は、
社

会
主
義
兄
弟
固
と
し
ての
ソ
巡
や
中
国の
認
織

も
ま
た
不
十
分で
あっ
た
よ
う
念
気
が
す
る。

ソ
辿
や
中
国
も
昨
春
以
来、
革
命の
第二
段
階
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に
入っ
たイン
ド
シ
ナ
革
命の
今
日
の
よ
う
な

進
展の
テン
ポ
を
十
分に
予
測し
てい
た
と
は

い
い
が
たい
の
で
あ
る。
そ
の
よ
う
な
認
般の

不
十
分さ
に
おい
てソ
迎は、
ベ
ト
ナ
ム
戦
争

へ
の
対
応
を
多
分に
自
己の
世
界
政
策、
つ
ま

り
「
プ
レ
ジ
ネフ
戦
略」
の一
環と
し
て
考
え

て
き
た
し、
中国は
もっ
ぱ
ら
アジ
ア・
ア
フ
P

カ
諸
国の
民
族
解
放
闘
争
と
い
う立
場
か
ら、

「
毛
沢
東
戦略」
の
正
し
さの
証
明
を、
ベ
ト

ナム
戦争に
見い
だ
そ
うと
し
てい
た
感
が
あ

っ
た。に

も
か
か
わ
ら
ず、
ベ
ト
ナ
ム
戦
争は、
国

際
的
内
臓と
し
ての
様
相
を
呈し
た
革
命
戦
争

だっ
た
の
で
あ
り、
巾・
同の
革
命
戦争に
も
匹

敵
す
る
長
期の
革
命の
過
程
で
あっ
た。
そ
し

て
と
く
に
七三
年のパ
リ
協
定
以
降は、
ま
さ

に
四
六
年のマ
ー
シ
ャ
ル
調
停
以
降の
中
圏
内

戦の
プロ
セ
ス
と
比
較考
殺
し
仰向る
の
で
あっ

て、
と
の
点
で
も、
中
国
革
命か
ら
四
半
世
紀

の
ち
に、
も
う一
つ
の
アジ
アの
革
命
が
成
蔵

し
た
と
い
え
る
の
で
あ
る。

し
か
も、
と
の
問、
ベ
ト
ナ
ム
労働
党
を
中

心
と
す
る
イ
ン
ド
シ
ナ
の
革
命
諸
勢
力は、
ロ

シ
ア
革
命か
ら
中
国
第
命へ
の
革
命
の
述
統

が、
今
日の
中ソ
対
立
に
明
ら
か
な
よ
うに
す

で
に
完
全
に
切
断
さ
れ
た
ば
か
り
か、
そ
れ
ぞ

れ
数
多くの
「
退
行
現
象」
を
生み
だ
し、
そ

う
し
た
な
か
で
ソ
辿
も
中
国
もい
ま
や
完
全
に

大
国
モ
し
ての
立
掛
か
ら
国
際
政
治のパ
ワ
1

．
ポ
リ
ティ
ッ
ク
ス
の
磁
場
で
角
逐
し
あっ
て

い
る
状
況に
直
面しつ
つ、
ロ
シ
ア
常時
命、
中

国
革
命
に
次
ぐ
三つ
めの
革
命の
勝利
を
念
し

と
げ
た
の
で
あっ
た。

イ
ン
ド
シ
ナ
革
命
の
深
層

以
上
の
よ
う
な
視
座
に
おい
て
問
題
を
考
え

た
と
き、
わ
れ
わ
れ
は
次の
よ
う
なこ
つ
の
問

題
に
着
目
し
ない
わ
けに
は
ゆ
か
ない。

m一
の
問
題は、
ベ
ト
ナ
ム
戦
争を
担っ
た

中
核
と
し
てのペ
ト
ナ
ム
労働
党の
存
在が、

い
ま
や
カン
ボ
ジ
ア、
ラ
オス
を
含
む
イ
ン
ド

シ
ナ
革
命の
深
賠
に
おい
て、
ま
す
ま
す
鉱
大

しつ
つ
あ
ると
と
で
あ
る。
と
の
よ
う
な
方
向

は、
イ
ン
ド
シ
ナ
革
命諸
勢
力
が、
かつ
て
抗

仏
闘
争の
段
階で一
致
協
力
し
た
歴
史
を
もっ

てい
る
と
と、
ホ
1・
チ
：、、
ン
が一
九一一一
O

年
に
結
成し
た
イン
ド
シ
ナ
共
産党の
滞
在
的

基
般
が、
今
日のベ
ト
ナ
ム
労働
党、
ク
メ
ー

ル・
ル
ージ
ュ、
ラ
オ
ス
人
民
革
命
党に
継
承

さ
れ
てい
る
ζ
と
な
ど
の
歴
史
的
経
総
も
さ
る

と
と
な
が
ら、
シ
アヌ
l
ク
殿
下
をい
ま
や
ほ

と
ん
ど
不
用に
しつ
つ
あ
る
カン
ボ
ジ
アの
ク

メール・
ル
ージュ
に
お
ける
イエ
ン・
サ
リ

副
首
相
ら、
ラ
オ
ス
人
民
革
命
党
に
お
ける
カ

イソ
ン
首
相
ら、
い
ず
れ
も
グホ
1・
チ・
ミ

ン
主
義
者d
が
最
近
著しい
政
治
的
台
頭
を
示

し
てい
ると
と
か
ら
し
で
も、
無
視し
得
ない

と
と
ろ
で
あ
る。
い
わ
ぽ
I
C
P
（イン
ド
シ

ナ
共
産
党）
の
影の
広
が
り
を
窓
視せ
ざ
る
を

得
ない
ゆ
え
ん
で
あ
る。
は
や
く
か
ら、
イン

ド
シ
ナ
革
命
諸
勢
力
を
I
C
P
と
し
て一
括
し

て
見るべ
き
だと
主
聾
し
てい
たケン
ト
大
学

のインドシナ研究者デニス・J・ダンカ

y
ソン
は、「イン
ド
シ
ナの
征
服」
と
題
す
る

論
文
〈『
ザ・
ワール
ド・
ト
ゥ
デイ』
一
九

七五
年
六
月
号）
の
な
か
で、
「
遠
か
ら
ず

イン
ド
シ
ナ
三
国は
合
同
し
て、
小
型ソ
速の

よ
う
な
連
邦
国
家に
な
る
公
算が
大
きい
lー

そ
の
揚
合、一二つ
の
固
で
構
成さ
れ
る
が
党
は

も
ち
ろ
ん一
つ
で
あ
る」
と
語っ
てい
た。
も

と
よ
りと
の
よ
う
な
見
方は、
よ
く
指
摘
さ
れ

る
よ
うに、
一
口
に
イ
ン
ド
シ
ナ一一一
園と
い
っ

て
も、
民
族
的に
も
歴
史
的に
も
言
務
系
統に

おい
て
も
そ
れ
ぞ
れ
異
質で
あ
り、
と
く
にベ

ト
ナム
人
と
ク
メ
ール
入、
ラ
オ
ス
人
が一
体

化
し
得
る
もの
か
ど
うか、
と
い
っ
た
疑
問
を

即座
に
誘
うで
あ
ろ
う。
だ
が、
と
れ
らイ
ン

ド
シ
ナ
三
国の
民
族
的
違
和
が
表
面
化
す
るの

は、
革
命
権
力
が
さ
ら
に
固
まっ
て
か
らの
ζ

と
で
は
あっ
て
お、
当
面、
革
命
を
なし
と
げ

た
ば
か
りの
権
力と
し
ての
ナ
イ
ー
ブ
な
み
ず

み
ずし
さ
を
保
持しつ
つ
圏
内
建
設に
進む
段

階で
は、
階
級の
治
理が
民
族の
論
理に
優
越

す
るの
で
は
念
か
ろ
う
か。
し
か
も
他
方
で

は、
中y
対
立
が
ま
す
ま
す
激
化
しつ
つ
あ
る

だ
けに、
I
C
P
の
影は
さ
ら
に
色
濃く
な
ら

ざ
る
を
得
ない
よ
うに
思
わ
れ
る。

第二
の
問
題
除、
と
の
よ
う
なI
C
P
の
影

が
広
が
れ
ば
広
が
る
ほ
ど、
中
固
に
と
っ
て

は、
そ
の
存
在が
大
変
ゃっ
かい
なと
と
に
も弘

る
だ
ろ
うと
と
で
あ
る。
と
の
点
で
は、
『
ザ

・
タ
イ
ム
ス』
社
説「
北
京
か
ら
見た
東南ア

ジ
ア」
（一
九
七
五
年
六
月
九日
付｝
がは
や
く

か
ら
指
摘し
てい
た
よ
うに、
「ベ
ト
ナ
ム
戦

争
で
の
共
産側の
勝
剥
除、
中
固に
新しい
問

題
を
投
げ
か
けてい
る。
そ
れは
ま
さ
に、
一

九四
九
年に
中
国
で
共
産
党
が
勝
利
し
た
結

果、
ス
タ
ー
リ
ン
が
直
蘭し
た
間短と
問
じ
も

の
で
あ
る」
と
い
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か。

そ
し
てと
の
よ
う
な
傾
向は、
今日
の
ゆソ
対

立
が、
漢
民
族
とロ
シ
ア
民
族
と
の
出
会い
の

歴
史
以
来の
必
然
で
も
あ
る
よ
うに、
中
国
が

古
来、
封
建
的世
界秩
序の
シ
ス
テム
を
その

周
辺
に
形
成し
て
以
来の
宿
命で
あ
るの
か
も

し
れ
ない。
だ
が、
そ
れ
に
し
て
も、
ベ
ト
ナ

ム
労働
党の
多く
の
指
潟
者
が
サ
イ
ゴ
ン
陥
落

以
来、
毛
沢
東
型
革
命戦
略
を
採
用し
な
かっ

たと
との
メ
リッ
ト
を、
あ
え
て
諮
りは
じ
め

た
掛川
荻に
は、
や
は
り
な
に
か
盛
大
な
経
緯
が

慰
さ
れ
てい
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か。
そ
の
経

絡は
もと
よ
り
明
ら
か
で
は
念い
が、
かつ
て

中
国

革命勝
利
直
後の
毛
沢
東
がス
タ
1
9y

の
内
政干
渉
ま
がい
の
倣俊
な
態
度に
強く
怒

っ
た
と
と
が
今
日
で
は
明
白
に
なっ
てい
る
よ

うに、
ベ
ト
ナム
の
指
導
者
を
し
て
かつ
ての

毛
沢
東
に
類
似
し
た
心
境に
陥
ら
せ
た
よ
う
な

経
線が
あっ
た
の
か
も
し
れ
ない。
い
ず
れ
に

せ
よ、
今
回、
ベ
ト
ナム
の
指
導
者
が
中
国
路

線
を
明
確
に
拒
否
し
たと
と
は、
中
国
に
とっ

て
大
周い
ら
だ
た
し
い
と
と
で
あ
る。
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革
命の
焦
点と
み
な
す
立
場
か
ら、
キュ
ーバ

を
全
面
的に
支
援
し、
フル
シ
チョ
フ
批
判を

〈
り
か
え
し
な
が
らカ
ス
トロ
路
線
を
大い
に

た
た
え
た
の
で
あっ
た。
だ
が、
そ
の
キュ
ー

バ
は、
カ
ス
トロ
首
相の
も
と
に、
ラ
テン
ア

メ
9カ
Eカ
P
プ
海
域
諮
問
共産
党
会
滋
に
盟

す
る
諸
勢
力
を
も
傘
下
に
お
さ
め
て、
中
国
絡

線
か
ら
離
反
し
て
し
まっ
た。
そ
し
て
巾ソ
治

争
で
知
ら
れ
た
ソ
迎
共
産党の
長
老ス
l
ス
ロ

フ
政
治
局
員
が
団
長の
ソ
連
共
産
党
代
表
団
を

迎
え
て
昨
年一一一
月
中
伺に
聞
か
れ
た
キュ
ー

バ
共
産党
第一
回
大
会は、
キュ
ーバ
の
社
会

主
義に一
つ
の
段
階
を
函
す
る
もの
で
あ
る
と

同
時にA
い
ま
や
決
定
的に
中
国
路
線へ
の
挑

肢
を
立
言
し
た
に
等
しい
もの
で
あっ
た。
中

国に
とっ
ての
キュ
ーバ
「
疲
失」
は、
毛
沢

東
戦
時に
照
ら
し
て、
き
わ
め
て
手
痛い
もの

で
あっ
た
が、
い
ま
ま
た、
中
国
が
キュ
ーバ

以
上
に
重
視
し、
あ
れ
ほ
ど
力
強い
支
媛
を
唱

え
て
き
た
イン
ド
シ
ナ
の
革
命諸
勢
力
が、
中

国
か
ら
離れつ
つ
あ
る。
中
国に
とっ
て
と
の

再
度の
「
夜
失」
は、
ま
さ
に
中
国の
古い
滋

に
あ
る
「
虎を
朝食っ
て
禍い
と
な
る」
状
況で

も
あ
るの
で、
中
国は
当
面、
その
と
と
が
も

た
ら
すい
ら
だ
ちの
な
か
で
今後の
世
界
市
命

戦
略
を
定
立
し
て
ゆ
か
ね
ば
な
ら
ず、
そ
の
新

しい
戦
略は、
最
近の
中
国
首
脳
が
非
公
式
談

話の
念
か
で
し
ば
し
ば
強
調
し
て
い
る
よ
う

に、
「
反
帝は
やっ
て
も
反
修・
反
社
帯
を
や

ら
・な
け
れ
ば
ダ
メ
だ」
と
い
う方
向に、
よ
り

一
周
周まっ
て
ゆ
く
で
あ
ろ
う。

だ
が、
ζ
の
よ
う
な
中
閣の
方
向は、
アジ

ア
の
社
会主
義
固
に
とっ
て、
た
や
す
く
受
げ

い
れ
ら
れ
る
もの
で
は
ない。
今日、
中
国と

国
交
を
結ぶ
東南
アジ
ア
諸
国
連
合
（A
S
E

A
N）
諸
問
や
米、
日
ほ
かの
資
本
主
義
諸
国

が
中
国と
の
共
肉
声
明の
際に、
中
国
が
強く

望
むい
わ
ゆ
る
「
閣制緩
条
項」
を
受
けい
れ
て

い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず、
咋
年
四
月
中
J
下
旬

の
金
日
成
訪
中、
九
月
下
旬のレ・
ジュ
アン

訪
中に
見ら
れ
た
よ
う
に、
当の
北
朝
鮮
やベ

ト
ナ
ム
と
の
あい
だ
で
は、
「
新
権
条
項」
が

タ
ブ
ー
に
なっ
てい
る
現
実に
も、
右
の
事
情

は
反
映
し
てい
る。

ζ
う
し
た
な
か
で
内
政
的に
は
「
毛
沢
東以

後」
へ
の
歴
史
的
な
移
行
期に
直
面
し、
対
外

的
に
は
対ソ
冷
戦
な
ど
の
厳
しい
国
際
環
境
に

対
処
し
て
ゆ
か
ね
ば
な
ら
ない
中
国は、
原
則

的に
は、
「
第三
世
界」
と
の
適
格
を
依
然と

し
て
呼
号
しつ
つ
も、
実
態
的K
は、
米・
B

．
中の
関
係
を
よ
り一
層
重
視せ
ざ
る
を
畑町
な

い
立
場
に
あ
る。
米
由接
近の
受
容か
ら
日
米

安
保
体
制の
汁
定
にい
た
る
必
近の
・中
閣の
対

米・
対
日
姿
勢の
全
面
変
化は、
欧
州
共
同
体

（E
C）
へ
の
接
近
か
ら
北
大
西
洋
条
約
機
総

（
N
A
T
O）
の
行｛廷
にい
た
る
中
国の
ヨ
1

ロ
y
パ
認
殺の
変
化
と
表
裏
し
て、
当
面の
中

国
外
交の
方
向
を
規
定
し
て
ゆく
で
あ
ろ
う。

と
う
し
た
中
国の
姿
勢の
変
化
が
き
わ
め
て
明

白
に
語
ら
れ
てい
るの
が、
す
でに
多く
の
波

紋
を
投じ
てい
る
箭冠
議
外
相の
天
格に
お
け

る
昨
年
五
月二
O
日の
非
公
開
的関
税
で
あっ

た。
と
の
喬
冠
撃
演
説
につ
い
ては、
ア
メ
リ

カ
嗣
務
省－V
前
大
な
関
心
を
示し、
ソ
述も、

年一
回
恒
例の
中
歯
批
判
必
調論
文と
も
思
わ

れ
る
『コ
ムニ
ス
ト』
編
集
局
給
文
「
新
段
階

に
お
け
る
毛
沢
東
主
義
政
権」
（『コ
ム
ニ
ス

ト』
一
九
七五
年
第一
二
号）
が
筒冠
撃
演
説

に
あ
ら
わ
れ
た
中
国の
中
東
政
策
を、
喬
冠
禁

の
言
葉
ど
お
り
「『
山
上
に
座
し
て
両
虎
相
討

つ
を
見る』
政
策」
だ
と
激
し
く
非
難し
てい

る
よ
うに、
米ソ
両
国と
も
大
きく
注
目
し
た

の
で
あっ
た。
そ
と
に
は、
中
国
が
米
軍の
ア

ジ
ア
地
域
か
らの
と
れ
以
よの
撤
退
を
望
ん
で

い
ない
姿
勢
な
ど、
多くの
刺
激
的
な
示
唆
が

含
ま
れ
てい
る。

もと
よ
り、
中
凶の
と
の
よ
う
な
方
針は、

今
日の
時
代
がフ
ァ
シ
ズ
ム
と
の
融
和へ
向
か

っ
て
ミュ
ンヘ
ン
協
定
を
成
立
させ、
や
が
て

第二
次
世
界
大
戦
を
湖い
た一
九三
0
年
代
後

半と
類
似
し
てい
る
と
い
う
認孫、
従っ
て
社

会
帝
国
主
義の
世
界
戦
争の
挑
発にい
ま
や
全

人
類
が
警
滅
的に
な
ら
ね
ば
な
ら
ない
と
い
う

深い
危
機
感に
根ざ
す
もの
で
あ
る。
中
国
を

と
り
ま
く
ソ
述の
拡
張
主
義
的
な
政
策
に
照
ら

し
て、
と
の
よ
う
な
・巾園の
立
場
を
十
分
に
理

解す
る
と
と
は
で
き
る
が、
中
国の
立
場
が、

他
方
で
は
「
国
家
外
交」
の
優
先へ
と
傾
斜し

が
ち
で
あっ
た
り、
あ
るい
は
「
革
命
外
交」

と
の
矛
盾
を
招
来す
る
と
と
に
よっ
て、
他の

社
会
主
義
諸
国ゃ、
解
放
諸
勢
力の
共
感
を
得

に
く
い
ζと
も
事実
で
あ
ろ
う。
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と
う
し
た
務
状況
を
背
裁に
し
て
昨
年一
二

月
上
伺のフ
ォ
ー
ド
訪
中
が
実
現し
たの
で
あ

っ
た。
今回の
米
中
首
脳
会
談は、
ニ
ク
ソン

訪
中に
見
ら
れ
た
よ
う
な
準
邸
なショ
ー
を
伴

う
もの
で
は
な
く、
共
同
声
明
な
き
米
中会
談

で
あっ
た
が、
そ
れ
だ
け
に、
アジ
アの
国
際

凶
係の
将
来に
とっ
て、
き
わ
め
て
な
味
深い

合
意
を
もつ
もの
で
あっ
た
と
思
わ
れ
る。
そ

し
てフ
ォ
ー
ド
大
統
領が
越
中後
にイン
ド
ネ

シ
ア、
フィ
Hピ
ン
を
歴訪
し
て
川町
同
す
る
途

次、
一
二
月
七
日
にハ
ワ
イ
で
発
去
し
た
「
新

太
平
洋ド
ク
ト
HY」
の
内
作か
ら
し
で
も、

い
ま
や
米
中
間には、
そ
れ
ぞ
れの
立
場
か
ら

最大の
戦
略
的
課
題
で
あ
る
対ソ
関
係へ
の
考

慮
を
大
き
な
紐
描と
し
て、
論
訓枇
的には
そ
の

中
間に
位
仰す
る
日
本を
b
組み
込
ん
だト
ラ

ン
ス・
バ
シ
フィ
ッ
ク・
コ
7
9ショ
y
（
太

平
洋
縦
断
的
巡
携）
と
もい
え
る
迎紡
関
係
形

成へ
の
衝
動
が
働い
てい
る
ζと
が
明
白
に
な

っ
た。今

日
の
財団
際
討
会に
お
け
る
ア
メ
pカ
の
地

位に
照
ら
し
て、
孤
立
主
義へ
の
逃
避
が
もは

や不
可
能
で
あ
ると
と
を
自
覚
しつ
つ
あ
る
ア

メ
リカ
は、
ヨ
lロ
y
バ・
大
西
洋
地駿
に
閲

し
ては、
全
欧
安
保
会
議
や
S
A
L
T
E
支沙

を
軸に、
中
間にヨ
1ロ
y
メ
諮
問をは
さ
む

米・
欧－
Y
の
デ
タン
ト
臨戦
略
を
行
使し、
ア

ジ
ア・
太
平
洋
地
域に
関
し
て
は、
日
米
関
係

か
ら
さ
ら
に

米中関
係
を
軸
に
し
た
米・
日・

中のコ
ア
9ショ
ン
を
形
成
し
よ
うと
し
てい

アシピグアレシト

る
よ
う
に
思
わ
れ
る。
ζ
の
よ
う
な
両
義
的

な
外
交
構
造は、
今
日の
ア
メ
Hカ
が
必
然
的

に
選
択
すべ
き方
向で
あ
り、
キッ
シ
ンジ
ャ

ー
畿
敵聞の
－な
か
に
も
滞
在
し
てい
る
もの
で
あ
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る。ζう
し
た
方
向
に
対し、
中
国
は、
ヨー

ロ
ッ
パ・
大
西
洋
地
域
での
ア
メ
リ
カ
の
デ
タ

γ
ト
戦
略
に
は魯
鈍
を打ち
な
ら
し
な
が
ら

．
も、
ア
ジ
ア・
太
平
洋
地
域の
コ
ア
リ
ショ
ン

に
関し
て
は、
中
国の
立
場か
ら
す
る
対ソ
反

「
職
摘」
迎
合と
し
て
徹
迎
すべ
き
板
拠
を
十

分
に
もっ
て
い
る。

右の
よ
う
な
米
中関
係の
性格
的変
化
に
よ

っ
て、
台
湾問
題はい
ま
や
米
中
間のホッ
ト

．
イ
シ
ュ
ー
で
は
な
く
なっ
た
と
もい
え
る
の

で
あ
り、『ク
9
ス
チ
ャ
ン・
サ
イ
エ
ン
ス・

モ
ニ
タ
ー』
紙の一一一
月五
日
付
社
説
「
有
益

な
首脱
会
談」
も指
摘し
て
い
る
よう
に、

「
北
京
は
目
下、
台
湾問
題
よ
り
も
同
際問
題

に
比
重を
置い
てい
る」
と
と
が
明
白
で
あ

る。
の
み
な
ら
ず、
フォ
ー
ド
訪
中に
先が
け

て
枇川村氏
さ
れ
た
ア
メ
リカ
の
戦
略
研
究
所ラン

ド・
コ
ー
ポ
レ
l
ショ
ン
のマ
イ
ケル・
ピル

スベ
9
l
研
究
員の
「
米
中の
軍
事
提
例？’一

（『フす19y・ボHYシ1』誌一九七五年

秋
宗門ヅ）
が
示
唆
す
る
よ
う
に、
米
中間に
は

い
ま
や一
定の
限
度
内で、
明単
惇
情
報の
交
換

や沼
引け技
術の
対
中愉出
な
ど
さえ
あ
り
得
る

と
と
も展望
で
き
るの
で
あ
る。

と
う
し
た
米
中関
係の
新
しい
展開を
w官附

す
る
な
ら
ば、
先の
「
新
太
平
洋
ド
ク
ト
リ

ン」
に
対
し、
中
闘
が
沈
黙を
守っ
てい
る
と

との窓
味
も
明
白
に
な
ろ

う。
な
ぜ

な
ら、

「
新太
平
洋ド
ク
ト
pン」
に
対
す
る
中
国の

沈
黙は、
ま
さ
に
と
の
ド
ク
ト
pン
に
対
す
る

中
国の
暗
黙の
承
必を
意
味
す
る
の
み
な
ら

ず、
さ
ら
に
的
協同
的
な
mHぷ
さ
え
も、
そ
の
沈

黙の
なか
に

合意
さ
れ
てい
る
と
恩
わ
れ
る
か

ら
で
あ
る。

一
方で
ア
メ
H
カ
に
「ア
ジ
ア
か
ら
の
撤

退」
を
余
儀
な
く
さ
せ
た
社
会
主
義
諸
努
力

は、
半
面、
ア
メ
9
カ
の
税
極
的
な
外
交
的・

政治
的念
働
き
か
けに
対し
て、
中ソ
対立
下

の今日、
き
わ
め
て
防衛
的、
受
動
的
に
し
か

対
処し
仰向
ず、
その
うえ、
国
際
政
治
に
対
す

る
社
会
主
義
諸
国
の
対
応の
分
岐
と
不一
致
を

し
ば
し
ば
露
呈
す
る
とい
う
現
実
が
あ
る。
と

の
よ
う
な
弱
点は、
単に
米
中按
近
を
め
ぐ
る

アジ
アの
社
会
主
義諸
国・
革
命諸
勢
力の
戸

惑い
や
反
発に
明
白
で
あ
っ
た
ば
か
り
か、早

く
も一
九五
八
年、
当
時の
グ
レ
ス
国
務長
官

が
台
湾泌
峡
の
危
機に
臨
ん
で
戦
争
瀬
戸
際
政
クivpe

策
を
実
行し、
中ソ
問の
核・
軍
事
同
盟の
栂
互

ゴ0・74，信頼性
を
試し
て
以
米の
も
の
で
ある
と
もい

え
なく
は
ない。

来
た
し
て、
今
闘の
「
桁太
平
洋ド
ク
ト
M

Y」
に
対し、
巾・
国の
沈
黙と
は
き
わ
め
て
対

照
的
な
反
応
が
ぶ
傾
化し
た。
フ
ォ
ー
ド
訪
中

を
機に「限州政
緩和
に反
対
す
る北点」
へ
の

非
燐
を一
段
とエ
ス
カレ
ー
ト
さ
せ
た
y
述

が、
昨
年一
二
刀
九
日の
タ
ス
通
信
論
評
を
皮

切り
に
新
太
平
洋ド
ク
ト
リン」
を
米
中結

託とい
うト
l
ン
で
批
判し
は
じ
め
たの
は、

当
然
だと
し
て
も、
北
朝
鮮とベ
ト
ナム
がソ

述
に同
調し
て、
早
く
も
「
新
太
平
洋ド
ク
ト

リン」
へ
の
非
難
を
開
始し
たと
と
は、
や
は

り
注目
に臨
し
よ
う。
な
ぜ
な
ら、咋
年四
月

の
金
日
成
首
相
訪
中
以
降、
秋の
国
連
総
会に

お
け
る
朝
鮮
半
向問
題
対
必
を
経
て、
新
た
な

外
交政
策
を
校
泌
すべ
き
北
朝
鮮
に
と
っ
て

は、
そ
の
深
刻
な
外
貨
危
俊
打
開
の
た
め
に

も、
い
ま
や
西
側
と
の
交
流の
鉱
大
を
真
剣に

検
討
すべ
きと
き
で
あっ
た
か
ら
で
あ
る。
そ

し
て
イン
ド
シ
ナ
戦
後の
圏
内
建
設
と
ソ
辿の

影
響の
と
れ
以
上
の
増
大
を
避
け
る
た
め
に

も、
日
本を
含
む
西
側
諸
国と
の
積
極
的
な
交

流へ
の
瀬
踏
み
を
す
で
に
密教
的に
船
開
始し

てい
たハ
ノ
イ
が、
「
新太
平
洋
ド
ク
ト
p

y」
に示
さ
れ
た
「
イ
ン
ド
シ
ナ
半島の
新
し

い
体
制に
対
す
る
わ
れ
わ
れの
政
策
は、
と札

ら
の
体
制の
ア
メ
リ
カ
に
対
す
る
態度
に
よっ

て
決
定
さ
れ
よ
う。・：
：
わ
れ
わ
れ
は
過
去
よ

り
も
未
来に
注
意
を
集
中す
る
で
あ
ろ
う」
と

の
ア
メ
9
カ
側
か
ら
の
誘い
を
ど
う
受
け
と
め

る
か
に
凶
心
が
集
まっ
てい
た
か
ら
で
あ
る。

だ
が、ζ
の
点
で
の
平協棋
と
ハ
ノ
イ
の
回答は

迅
速で
あっ
た。
す
な
わ
ち、
一
二
月一
O日

の『
労
働
新聞』（
朝
鮮
労働

党機関
紙）
は、

「
新太
平
洋ド
ク
ト
uyy」
を、
「ニ
ク
yy

－
ド
ク
ト
Pン」
の
代
理
戦
争
路
線
が
破
綻
し

た
条
件
下で
の
反
革
命
臓
略
だ
と
き
め
つ
け

（
籾
鮮
中央
通
信、
一
二
月一
O
日〉、
次い

でベ
ト
ナム
労働
党
の
機
関
紙『
ニ
ャ
ン
ザ

γ』
ば一一一月一一二
日
に「
米
日
の
共
諜
がフ

才
l
ド
米
大
統
領の
新太
平洋ド
ク
ト
Hン
の

位
と
なっ
てい
る」
と
の
論
文
を
か
か
げ
て、

同ド
ク
ト
リン
を
真っ
向か
ら
批
判し
たの
で

あ
る。
と
う
し
て、
北
朝
鮮
とベ
ト
ナ
ム
の

「
新
太
平
洋ド
ク
ト
py」、
ひ
い
て
は
米日

両
国
に
対
す
る
対
応の
盗
努
が、
恥削
教
mwp
山川

明
ら
かに
なっ
た。
し
か
し、
と
の
二
カ
国
が

右の
よ
うに
迅
速
な
矩
否の
反
応
を
示
し
た
の

は、
よ
り
本
質
的
に
は
中
閣に
対
す
る
滋
制
な

い
し
舷
反
発、
そ
し
て
ツ
速の
立
揚へ
の
現
時

点
で
の
向
調
だ
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う。
今

後、
と
れ
ら
ニ
カ
国
が
か
り
に
対
米接
近
を
試

み
る
と
し
て
も、
そ
の
方
向
は、
米
中関
係の

－eMT－7，イズ

磁
和に
泌
条
化
す
る
方
向
に
おい
て
で
は
な

く、
米
ソ
緊
張
緩
和
の
方
向へ
務
条
化
す
る
方

向
に
お
い
て
な
さ
れ
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か。

少
な
く
と
もベ
ト
ナ
ム
の
渇
合は、
九
月
下
旬

の
訪
中の
の
ち、
い
っ
た
ん
帰
国
し
て－
O
月

下
伺
に
ソ
述
と
東
欧
諸
国
を
訪
問
し
たレ・
ジ

ュ
ア
ン
第一
山世
紀
が、
プ
レ
ジ
ネ
フ
書
記
長
と

の
あい
だ
に
苑
表
し
た
共
同
戸
明
（一
九
七
五

年一
O刀一
ニ
O
日）
で、
中
国
が「
危
険
会

議」
と
し
て
あ
れ
ほ
ど
非
難
し
た
全
欧
安
保
会

議
を
向
く
肝
価
し
てい
る
ζ
と
に
示
さ
れ
る
よ

うに
（『プ
ラ
ク
ダ』
一
九
七
五
年一
O
月
三

一
日
て
米ジ
聞の
デ
タ
ン
ト
を
積
極
的
に
認

め
て
い
る
の
柄、
あ
る。
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ソ

連
を
選
択
す
る
ハ
ノ
イ

ア
ジ
ア
の
三
O
年
戦争
を
戦い、
一
九
六
九

年
に
は
ホ1・
チ・
ミ
ン
迫
芯に
よ
っ
て、
社

会
主
義
陣
滋と
国
際
共
産
主
義
運
動
の
利
益
に

照
ら
し
た
中ソ
対
立
の
デ
メ
py
ト
を
再
確
認

し
た
は
ずの
ベ
ト
ナ
ム
労
働山一%
が、
単
純
な
動

機
か
ら
ソ
迎へ
の
傾
斜
を
深
め
て
い
る
と
は
考

え
が
たい
で
あ
ろ
う。
一
九
六
四
年
に
ヤ
ル
タ

で
答
死
し
た
ト
リ
ア
ッ
チ
（
元イ
タ
リ
ア
共
産

党
3
組
長）
の
遺
書
（
メモ）
の
精
神
が、
今

日、
「
歴
史
的
妥
協」
戦
略
を
採
る
イ
タ
H
ア

朝日誌ヤ圃すJ�



共
産
党の
現
路
線に
も
継
承
さ
れ
てい
る
が
ゆ

えに、
プ
レ
ジ
ネフ
は、
来る
二
月の
ソ
迎
共

産党
第二
五
回
大
会に
向
け
て
全
欧
安
保
会
議

と
い
う
外
交
的
成
功に
加
え、
会
欧
共
践
党
会

議とい
う
国
際
共
産
主
義
運
動で
の
も
う一
つ

の
成
功
を
もっ
て
臨
む
と
と
が
で
き
ない
の
と

同
様
で
あ
る。

だ
が
同
時に、
今日の
ハ
ノ
イ
が
中
国
よ
り

もソ
連
を
選
択
し
得
る
理
由は、
第一
に、
y

速の
強
力
な
経
済・
明阜
市付
援
助に
依拠
せ
ざ
る

を
得
ない
か
ら
で
あ
ろ
う
し、
第こ
に
は
地
理

的・
歴
史
的に
もソ
連
に
対
し
て
は
白
紙の
状

態で
臨
め
る
の
に、
中
国
と
は
そ
の
よ
うに
は

ゆか
ない
か
ら
で
あ
ろ
う。
ζ
の
第一
の
理
由

につ
い
て
は、
『フ7
1・
イ
ース
タン・
エ

ヨ
ノ
ミ
ッ
ク・
レ
ビュ
ー』
誌（七五
年一
一

月二
八
日
号）
でマ
イル
ズ・
ハ
ン
レ
ー
も
指

摘
し
てい
る
よ
うに、「ρ
ノ
イ
の
政
絡が、
戦

術か
ら
立
ち
直
り、
農
工
業の
再
建
を
図る
と

い
う、
一
O
年
ない
しこ
O
年
あ
るい
は
そ
れ

以
上
か
か
る
経
済
上
の大
問
題に
直
面
し
てい

る
か
ら
で
あ
る」。

第二
の
理
由につ
い
て
は、
中
国・
ベ
ト
ナム

関
係
史の
二
千
年の
歴
史
に
照
ら
し
て
指
摘
す

べ
き
問
題
が
あ
ま
りに
も
多い
が、
と
と
で
は

さ
し
あ
た
り、
南シ
ナ
滋の
珊
瑚酔総
務
－M阿
世貯
を

め
ぐ
る
領
土
紛
争
を
指
摘
し
て
お
ζ
ぅ。
す
で

に
知
ら
れ
てい
る
よ
うに、
東
沙
勝
島、
西
沙
務

島、
中
沙
務
－HM、
南
沙
群
ぬ
か
ら
成
る
樹
泌諸

島の
領
土
紛
争の
存
在は（
な
お、
と
の
問
題に

つ
い
て
は、
釧
・制
「
西
沙・
南
沙
群
ぬ
紛
争の

国
際
的
首
長」
1
『
世
界
選
報』
一
九七
四
年

三
月二
六
日
号お
よび
阿
「
海の
中ソ
対
立
は

< 

何
を
招く
の
か」
1
『
中
央公
論』
一
九七
四

年四
月
号
参
照）、
一
昨
七
四
年一
月、
中
国

と
チュ
l
南ベ
ト
ナム
政
権
問の
軍事衝
突に

よっ
て
表
面
化
し、
中尉
は
当
時、
西
沙
群
ぬ

に
対し
て
強
力
な
軍
事
行動
を
展開
し
たの
で

あっ
た。

と
う
し
て
係
争
中の
南
海
諸
必の
う
ち
南
沙

群
ぬに
は、
サ
イゴ
y
陥
落
直
後に
北ベ
ト
ナ

ム
正
規
軍
が
派
泊
さ
れ
た
とい
わ
れ
て
お
り、

一
方、
西
沙
鮮
’H叫に
閲
し
て
は、レ・
ジ品
アン

第一
書
記
訪
中の
際に、
帰
国の
事
実
上
の
領

有
をベ
ト
ナ
ム
側
が
認め、
そ
の
代
わ
りに
南

沙
群
島の
領
有を
中
国
側
に
主
張し
た
が
中
国

は
諮ら
・な
かっ
た
と
の
情報
も
あ
る。
も
と
よ

り
真相
は
明
ら
か
で
は
ない
が、
タ
イ
の
英
字

紙
『ザ・
ネ1
ショ
ン』
が一
一
月一一一
日
付
社

説
「シ
ア
ヌ
l
ク
を方
程
式
か
ら
外
すべ
きで

は
ない」
の
な
か
で
「
西
沙
群
島
は
中
国
が
占

領し
て
し
まっ
た
し、
南
沙
群
島
は
南ベ
ト
ナ

ム
が
占
領し
てい
る」
と
踏っ
て
い
る
と
と

ろ
か
ら
す
れ
ば、
あ
るい
はと
のへ
ん
が
事
実

に
近い
の
で
あ
ろ
う。
最
近
の
『ニュ
ー
ズ

ウ
ィー
ク』
（一一一
月八
日
号）
も、
「
ζ
の

春、
サ
イゴ
ン
が
解
放
さ
れ
る
や、
ハ
ノ
イ

は
西
沙
m
aHMの
溺の
南
沙
群・同にい
ち
は
や
く

海
軍
を
派
治
し
た
が、
中
国闘
は
と
の
指針
ぬにつ

い
て
も
飢
土
織
を
主
漉
し
てい
る」
と
述べ
て

注
窓
を
叫決
起し
てい
る。
そ
れ
は、
と
れ
ら
南

海諸
ぬの
領
有
縦
を一
貫し
て
主
践
し
てい
る

中
国
が
最
近、
と
の
問
題で一
段と
声
高にプ

レ
ス・
キャ
ン
ペ
ーン
を
開
始
し
た
か
らに
ほ

か
念
ら
ない。
た
と
え
ば
昨
年一
一
月二
四
日

付
『
光
明日
報』
に
は
「
南
海
諸
ぬは
古
来、

中
国の
領
土
で
あ
る」
と
題
す
る
史
検
祖
署
名

治
文
が
発表
さ
れ、
翌
日の
『
人
民
日
報』
は

早
速、
と
の
論
文
を
大
きく
転
載
し
た
の
で
あ

っ
た。私は

昨
年
九
月
下
旬、
機
上
から
西
沙
群
島

を
限
下に
眺め
て、
そ
のエ
メ
ラル
ド
色と
淡

褐色の
環
状
群・μの
美し
さ
に
自
を
見
張っ
た

が、
も
と
よ
り、
と
の
都
内伺の
今
日の
政
治
的

位
低
を
思っ
て
あ
ま
り
に
も
感
慨
深
かっ
た。

お
そ
ら
く
と
れ
ら
南
海諸
島
は、
中ソ
対
立
を

鵡HMMと
し
た
溺
洋
戦
略、
山山品宮
な
海
底
資源の

開
発とい
っ
た
国
有の
お
要
性と
と
も
に、
将

来
的に
も、
北
京
とハ
ノ
イ
の
関
係
を
占
う
リ

トマ
ス
紙の
役
割
を
果
た
すで
あ
ろ
う。

今日の
中ソ
関
係に
対
す
るハ
ノ
イの
反
応

は、
右の
問
題一
つ
を
とっ
て
も
明
ら
か
だ

が、
と
の
よ
う
なハ
ノ
イ
の
立
場に
対
し、
中

国の
対
応
は
ま
す
ま
す
厳
しい
も
の
に
なる
で

あ
ろ
う。
中
国で
は
七周
年
三
月、
北
京
で
江

宵
女
史
が
外
交
幹
部
を
集め
て
秀
沢
東
主
席の

意
志
を
伝
達
し
な
が
ら、

外交問
題
を
滞じ
た

と
と
が
あ
る。
そ
の
と
き、
江
背
女
史
除、

「ベ
ト
ナ
ム
で
は、
反
帝
は
やっ
て
も
反
修
を

や
ら
な
け
れ
ば、
も
う一
度、
第二
次
革
命が

必
要だ
ろ
う」
と
の
毛
沢東
発言
と
と
も
に、

「ベ
ト
ナム
に
は、
一
つ
の
寺
に
四
人
の
住
持

Sぬ

かゆ

がい
て、
出
を
施
し、
帰
を
施
す
る
は
施
主で

あ
る」
とい
う
毛
沢
東の
言
葉を
伝
え
たと
と

が
あっ
た。
中
国
語
で
は
「
越
南
有一
倒
寺
廟

四
倒
方
丈、
施
舟
施
粥民法
施
主」
と
い
う。
と

の
意
味の
と
りに
く
い一
節につ
い
て
は、
江

市H
議
認
を
入
手
し
た
台
湾筋
も
正
確に
解
説し

仰な
かっ
た
が、
『フ7
1・
ィ
1
ス
タシ・

エ
コ
ノ
ミッ
ク・
レ
ピナ
l』
に
健
筆
をふ
る

うレ
オ・
グy
ド
シュ
タッ
ト
は、
中
国の
公

式
筋か
らの
権
威
あ
る
解
説だ
と
し
て、
布の

一
節
はベ
ト
ナ
ム
の
四
人の
指
導
者
を
指
し、

ソ
連
が
施
主で
あっ
て、
ソ
速か
ら
な
ん
で

も
も
ら
お
うと
す
るベ
ト
ナ
ム
の
指
滋
者
を
あ

て
と
すっ
た
も
の
だ
と
述べ
てい
る
（
同
誌一

九七
四
年七
月一
一
日
号）。
四
人
の
指
導
者

と
は、
親
中
国
派
とい
わ
れ
た
チュ
オ
ン・
チ

ン
国
会
常
筋
委
μ長
をの
ぞくレ・
ジ
ュ
アン

第一
説
記、
フ
ァン・
バン
ドン
首
相、
フ
ァ

ン・
フム
市世
紀、
ポ
1・
グエ
ン・
ザ
y
プ
国

防
相
で
あ
る
と
と
は
い
う
ま
で
も
ない。

と
う
し
て、
ρ
ノ
イ
と
北
京の
冷たい
関
係

は、
い
ま
や
誰の
自
に
も
明
ら
か
で
あ
り、
す

で
に
見た
よ
う
な
I
C
P
の
影の
拡
大の
な
か

で、
ラオス
は
も
と
よ
り、
い
ま
や
カシ
ボ
ジ

ア
さ
え
もハ
ノ
イ
に
同
調し
は
じ
め
る
の
で
は

な
か
ろ
う
か。

朝日当ャーすJ�16 

北朝鮮の苦しい立場

一
方、
北
朝
鮮と
中y
と
の
関
係
は、
ハ
ノ

イ
の
そ
れ
に
く
らべ
て、
き
わめ
て
不
透
明
で

あ
る。
七
五
年四
月の
金
日
成
初
中時の
北
京

に
お
け
る
金
日
成
減
税
と、
郷
小
平
副
総
理の

歓
迎
演
説に
み
ら
れ
る
基
本
的
な
ト
ly
の
食

い
逃い
など
か
ら、
北
京と
の
距
離
を
推
測

す
る
と
と
は
で
き
る
が、
一
方、
期
待
さ
れ
た

金
日
成
訪ソ
が、
七
五
年中に
は
笑
現
し
な
か
1976. I, 16 
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っ
たと
と
に
示
さ
れ
る
よ
うに、
モ
ス
クワ
と

の
関
係
も
必
ずし
も
しっ
く
りい
っ
てい
ない

よ
うで
あ
る。
中
国
もソ
辿も
現
時
点で
朝
鮮

半
島の
緊張
を
望
むべ
く
も
ない
と
と
は
容易

に
推
察で
き、
と
く
に
朝
鮮
戦
争
で
の
苦い
経

験
か
ら
「ソ
迎は一
貫し
て
死の
商人
で
あっ

た」
と
の
偲
践
に
立つ
中
国
と
し
て
は
（と
れ

らの
点につ
い
て
詳し
く
は
拙
稿
「
朝
鮮
紛
争

と
中
国」
1『
国
際
問
題』
一
九七
五
年四
月
号

参
照）、
朝
鮮
半
島で
の
事
態の
流
動
化
に
よ

っ
て、
ソ
迎
が
東
アジ
ア
地
楠引に
大
き
く
軍事

進
出
す
る
危
険
を
ぜ
ひ
と
も
回
避
し
よ
う
と

す
る
で
あ
ろ
う。
と
の
点位、
フ
ォ
ー
ド
訪
中

に
随
行し
たρ
ピ
プ
米
国
務
省
東
アジ
ア・
太

平
洋
地
域
担
当
次
官
械が、
昨
年一
二
月一
七

日
の
米
下
院
国
際
関
係
調
査
小
委
員
会
で、

「『
北』
が
U
険
主
義に
走ら
ない
よ
う
に、

中
国の
影
響力
が
行
使さ
れ
ると
と
を
アメ
リ

カ
は
希
望
し
て
お
り、
現
実に、
そ
う
し
た
影

響力
が
行
使さ
れ
て
い
る、
との
印
象を
もっ

てい
る」
と
証
言
し
てい
る
ζ
と
か
ら
も
推
測

可
能で
あ
る。

と
う
し
た
な
か
で
平地棋は、
中ソ
対
立
を
利

用し
て
自己
の
戦
略
を
す
すめ
る
と
い
う
有利

な
立
場に
あ
る
の
で
は
な〈、
む
し
ろ
中ソ
双

方
が
牽
制し
あ
うと
と
に
よっ
て、
結
局、
中

ソ
双
方か
ら
全
面
的
な
支
持
を
得ら
れ
ない
と

い
う
境
過に
耐
え
て
ゆ
か
ね
ば
な
ら
ず、
従っ

て、
その
範
囲
内
で
中ソへ
の
傾
斜の
振
幅
を

〈
り
か
え
し
て
ゆ
く
の
か
も
し
れ
ない。
金
日

成
訪
中
時に
見ら
れ
た
中
国
側
と
の
違
和に
も

か
か
わ
ら
ず、
昨
年
九
月、
北
朝
鮮
を
防
れ
た

中
国
代
表
団（
団
長、
間以
容
続
中
国
共
産
党
中

央
政
治
局常
務
委
員）
歓
迎
宴
で
は、楊
亨
隻
朝

鮮
労
働
党
中失
委
員
会
政
治
委
口が
・中
国一
辺

倒
式の
泌説を
し
た
か
と
思
う
と、
今
回
の

「
新
太
平
洋ド
ク
ト
py」
に
対
し
て
は、
す

ば
や
く
y
速の
立
場に
同
調し
てい
る
と
と
に

も、
と
の
よ
う
な
対
応の
姿
勢が
あ
ら
わ
れ
て

い
よ
う。
昨
年
九
月一一
二
日の
朝
鮮
中央
通
信

は
「
人
民経
済
発
展六
カ
年
計
画
（一
九
七一

1
七
六
年ご
が
く
り
あ．け
完
遂さ
れ
た
旨の
中

央
統
計
局
発表
を
報
じ
た
が、
九
月
九
日
付

『
人
民日
報』
が
「
朝
鮮
労
働
党の
経
済に
お

け
る
自立
堅
持の
方
針」
の
成
功
を
た
た
え
る

と、
九
月一一一
日
付
『．フ
ラ
ウ
ダ』
が
「
北
朝

鮮
の
工
業
発
展除、
ソ
辿の
技
術
援
助の
賜
物

で
あ
る」
と
強
調
す
る
な
ど、
平
時棋
に
対
す
る
中

ソ
の
競
合が
表
面
上
は
み
ら
れ
る
もの
の、
一

般に
は
大
使
油
国
か
らのパ
イプ
ラ
イ
y
完
成

と
と
も
に、
中
国の
影
響力
が
拡
大
す
る
の
で

は
ない
か
と
観
測
さ
れ
てい
た
の
で
あっ
た。

し
か
し
近い
将
来の
金
日
成
訪ソ
を
含め
て、

平副棋は
再び
対ソ
傾
斜
を
治
め
る
の
で
は
ない

か
と
も
恩
わ
れ
る。
い
ず
れに
せ
よ、
ソ
速は

その
よ
うに
動
揺
す
る
北
朝
鮮を
全
商
的に
は

支
援
し
よ
うと
し
ない
よ
うで
あ
り、
一
方、

中
国
も、
先の
天
津に
お
け
る
慰問
冠
撃
演
説

が、
「
朝
鮮は
初め
わ
れ
わ
れ
と
親
密
だっ
た

が、
その
後
わ
れ
わ
れ
か
ら
離
れ
て
ソ
速に
近

づ
き、
ま
た
修
正
主
義
を
国
内に
氾
濫
さ
せ

た。
や
が
てソ
迎にい
っ
ぱい
食
わ
さ
れ、
ま

た
小
日
本の
軍
国
主
義
復
活
がと
わ
く
な
り、

早
速、
樹
脂
健
を
派
逃
し
て
き
た」
な
ど
と
隠

っ
てい
ると
と
に
明
ら
か
なよ
うに、
平
協棋
を

全
面
的に
は
信
頼
し
てい
ない
よ
うで
あ
る。

と
う
し
た
な
か
で
北
朝
鮮に
とっ
て
の
重
大
な

試
練
は、
た
ん
に
革
命
と
建
設の
指
噂
原
理で

あ
る
ば
か
り
か、
民
族
的
任
務の
自
党に
基づ

く
国
際
主
義
的
な
指
導
原
理
だ
と
も
さ
れ
てい

る
「
チュ
チェ
思
想」
（
主
体
思
想）
の
有効

性
が、
い
ま
ま
さ
に
問
わ
れ
よ
う
と
し
てい
る

と
と
ろ
に
あ
る。

ア
ジ
ア
の
流
動
の
な
か
で

以
上
で
見た
よ
うに、
アジ
アの
社
会
主
義

国
は一
方で
中ソ
対
立に
直
面
しつ
つ、
他
方

で
は
アジ
アの
新しい
国
際
環
境に
対
処
し
よ

う
と
し
て、
今日、
流
動
と
一抑制の
過
程に
あ

る。
そ
う
し
た
な
か
で、
当
面、
ソ
迎の
影
響

力
が
アジ
ア
社
会
主
義
圏
全
域に
広
が
りつ
つ

あ
る
ζ
と
は
否
め
ない
に
し
て
も、
革
命
イン

ド
シ
ナ
が
第三の
社
会
主
義プロ
ッ
タ
形
成へ

と
進む
可
能
性
を
消
去
し
て
し
ま
う
わ
けに
は

ゆ
か
ない。
ベ
ト
ナ
ム
蛾
争
終
結
後
間
も
ない

七
五
年
六
月
二一
目、
早
く
もベ
ト
ナ
ム
労
働

党は、
党
機
関
紙
『ニ
ャ
ン
ザン』
の
「
東南

アジ
ア
人
民の
東
南アジ
ア」
と
題
す
る
論
評

に
おい
て、
暗に
・中ソ
両
国
を
排し
た
グ
東
南

アジ
ア
共
同
市
mT
の
例恕
を
提
唱
し
た
と
と

が
あっ
た。
か
ね
て
か
ら
亙南
アジ
ア
中
立
化

構想へ
の
支
持
を
表
明
し
て
き
た
中
国
は、
ハ

ノ
イ
の
布の
提
唱に
な
ん
らの
賛
意
を
も一万
さ

な
かっ
たと
と
は、
今
日の
北
京
とハ
ノ
イ
の

関
係
か
ら
し
て
当
然
で
あっ
た。
だ
が、
A
S

E
A
N
諸
国
自身
が
現
在、
内
政・
外
交の
両

面で
再編
期に
あ
り、
七
六
年二
月に
予
定
さ

れ
てい
る
A
S
E
A
N
首
脳
会
踏では、
い
よ

い
よ
A
S
E
A
N
竣
内の
自
由
貿易
地

境桝恕

が
具
体
化
し、
A
SE
A
N
が
経
済
的
統
合

へ
の
新しい
段
階へ
と
進むの
で
は
な
い
か

とい
う
展
望
も
出は
じ
め
てい
る
だ
けに、
と

の
よ
う
な
東
南アジ
アの
変
動に
対
し、
ア
ジ

アの
社
会
主
義
諸
国
が
ど
の
よ
うに
対
応
し
て

ゆく
の
か、
わ
れ
わ
れ
は、
つ
ねに
軍
大
な
関

心
を
は
らい
つ
づ
け
ね
ば
な
ら
ない。
なぜ
な

ら、
イ
ン
ド
シ
ナ
戦
後の
アジ
アの
流
動の
な

か
で、
アジ
アの
安
定に
寄
与
すべ
き
日
本の

役
割
が
あ
ら
た
め
て
間
わ
れつ
つ
あ
り、
アジ

ア
諸
国
か
らの
日
本へ
の
其
繁
な
期
待
がい
ま

初め
て
ふ
く
ら
み
か
けてい
る
と
思
わ
れ
る
か

ら
で
あ
る。

その
よ
う
な
アジ
アの
期
待に
応
え
る
と
い

うと
と
が
容
易
な
ら
ぬ
大
問
題
で
あ
る
ζ
と

を、
い
まと
そ
強く
自
覚すべ
きで
あ
ろ
う。

（なかじまみね指・東京外国箇大学助教輔自v
1976, I, 16 17 
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特集 流動化する社会主義路線
構造改革か改良主義かG・マルチネ
再編進むアジア社会主義圏 中島嶺雄

5・15/2・26／開戦井上成美元海軍大将の日佳ーの遺稿
原発建設にモラトリアムをラルフ・ネーダー
新連載京のちゃあと吉田光邦／カラー写真遠藤正


